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研究成果の概要（和文）： 
対象人物の動作と体格を同時に推定するモデルベースド・モーションキャプチャを開発し
た．本システムは，多様な体格の全身形状を少数のパラメータで表現できる統計的人体モ
デルと，複数カメラによる動作・体格推定手法から構成される．実験により，体格が一定
の人体モデルを用いた従来システムに比べ，より高精度に動作を推定できることを確認し
た． 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have proposed a markerless motion capture system using a person-adaptive model. 
The proposed system enables to estimate both 3D human shape and human motion by 
utilizing a parametric 3D human model. The efficiency of the proposed algorithm was 
verified through captured images of a moving target.  
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１．研究開始当初の背景 
多数台のカメラにより復元した対象人物の 3 
次元形状を，事前に用意された人体の 3 次元
モデルへフィッティングすることで，関節角
度などの詳細な動作を推定できる．しかし，
人体形状には個体差があるため，対象人物と
人体モデルの形状が一致していなければ，そ
の動作の推定結果に誤差が生じてしまう． 
 
 

２．研究の目的 
本研究では，標準人体モデルと数個の形状パ
ラメータからなる統計的形状モデルを導入
して，人体モデルに個体適応性を付与するこ
とにより，この問題の解決を図り，対象人物
の人体形状と動作を精度良く推定するマー
カレスモーションキャプチャを開発するこ
とを目的とする． 
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３．研究の方法 
本開発システムは，ボディラインスキャナで
計測した多数の日本人の人体形状から，三次
元 Thin Plate Spline を用いた解剖学的特徴
点の非剛体レジストレーションにより構築
された統計的人体モデルと，複数カメラによ
る動作・体格推定手法から構成される．統計
的人体モデルは 10 個の関節を有する基本形
状と 11 個の体格パラメータからなり，多様
な体格の全身形状を少数のパラメータで表
現できる．動作・体格の推定は，複数カメラ
による対象人物のシルエット画像と画像 
上の二次元距離場を用いるもので，人物像に
合う関節角・体格パラメータを高速に推定す
る． 
 
４．研究成果 
図１に示すように，構築した統計的形状モデ
ルの形状パラメータを変更することで，異な
る人体形状を表現できることを確認した．ま
た，実際に運動を行う対象人物の動作推定実
験を行った．図２(a)に実際の人物の様子，
図２(b)に体格推定を行わない従来手法によ
る動作推定結果，図２(c)に提案手法による
動作・体格推定の結果を示す．これから，体
格が一定の人体モデルを用いた従来システ
ムに比べ，より高精度に動作を推定できるこ
とを確認した． 
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図１ パラメータ変更に応じた体格変形 
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